
緒　　言

　バラ切り花はつぼみの段階で収穫され，生け花後開花

に到るまでが観賞可能期間（日持ち）とされる．これま

でバラ切り花の日持ちには切り花の水分生理１，２，３，４）あ

るいは切り花に含まれる浸透圧調節物質の過不

足５，６，８，９）が大きく影響することが明らかにされている．

しかしこれらの報告は生産者から直接入手した材料を使

用しており，栽培前歴が明確でない．この点に関して，

栽培環境（温度，相対湿度，日射量等）と日持ちとの関

係が解析されている１１，１５）が，生産現場に適用されるまで

には到っていない．

　生産現場では日持ちの良いバラ切り花を生産するため

の栽培管理は経験に依存しており，科学的に明らかにさ

れていない点が多い．例えば夏季に収穫された切り花は

日持ちが悪い，晴天の午前に収穫された切り花は日持ち

が良い，土耕の切り花はロックウール耕より日持ちが良

い，と言われている．これらは生産者や流通業者にとっ

て関心が高い事柄であるにもかかわらず，研究蓄積が少

ない．そこで，本報ではこれらの異なる栽培環境で生育

した株由来のバラ切り花を材料にして，その日持ち性を

検討した．

材料及び方法

　実験に共通する栽培概要を以下に示す．

　供試品種として，換気窓開放２５℃，最低気温１５℃に設

定したガラス温室で栽培された‘ローテローゼ'を使用し
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要　　約

　バラ切り花の日持ちに及ぼす栽培環境の影響を調査した．

１　４月に収穫された切り花は８月あるいは１２月に収穫された切り花に比べて日持ちが長く，花弁の展

開が促進された．

２　雨天時に収穫された切り花は晴天時に収穫された切り花に比べて日持ちは長くなるが，花弁の展開

がわずかに抑制された．

３　土耕の切り花はロックウール耕，養液土耕に比べて日持ちが長く，花弁の展開が促進された．

４　これらの結果は栽培環境が切り花の日持ちと花弁の展開に影響したことを示している．

Vase Life of Cut Roses Are Effected by Cultivation Conditions

Yoshihiko KOYAMA, Masahito YAMANAKA, Junya ISHIKAWA and Akira UDA

Summary

　The effects of cultivation conditions on the vase life of cut roses (Rosa hybrida L.) were investigated. 

�　The vase life of cut flowers harvested in spring was longer than that of cut flowers harvested in summer or 

winter, and the unfolding of petals of cut flowers harvested in spring was promoted. 

�　The unfolding of petals of cut flowers harvested in a rainy day was slightly inhibited though the vase life of 

them became longer than that of those harvested in a fine day. 

�　Vase life of cut flowers grown with soil culture was longer than that of those grown with rock wool or 

fertigation culture, and the unfolding of petals of the former was promoted.

�　These results show that cultivation conditions influence the vase life and the unfolding of petals of cut 

flowers.
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た．

　収穫後の生け花操作：収穫後，切り花長５０cmに調整し，

茎下部２０cmに着生した葉を除去した状態で，つぼみのス

テージ，切り花重，複葉数，小葉数，葉面積（実験１を

除く），切り口径，花首径を調査した．所定の日持ち調

査環境下に置いた３００mLの三角フラスコに水道水を

３００mL充填し，切り花を１本ずつ生けた．これらの操作

は収穫後１時間以内に行った．葉面積はレーザー葉面積

計（㈱アースサイエンスCI-２０３）で計測した．Brix 値は

収穫同日に開花ステージが同程度の７個体の花弁汁液を

屈折計（㈱ATAGO N-２０）で測定した．

　調査環境と日持ち終了の判定：日持ちの調査は宇田

ら１６）が提案した切り花のリファレンステスト環境に基づ

き，気温２５℃，蛍光灯による１klxの２４時間連続照明下で

行った．調査期間中の相対湿度はなりゆきとし，実験ご

とに記載した．日持ち終了の判定はベントネック，花弁

の萎れ，ブルーイング等で行い，生け花後これらの事象

が発生した日までを日持ちとし，その時点での図１に示

したつぼみの開花ステージを調査した．切り花１本当た

りの生け水の吸水量の測定は重量法で行い，三角フラス

コの水の減少量と風体の蒸発量の差から算出した．

栽培方式の概要

　ロックウール栽培（実験１と実験３）：２００２年９月２５

日に定植した株をアーチング方式で仕立てた．施肥は液

肥に愛知園研バラ処方１３）を使用し，これを０．５（夏季）

単位から０．８（冬季）単位の範囲で，１日３回施用した．

養液土耕栽培（実験３）：２００３年２月１４日に定植した株

をハイラック方式で仕立てた．施肥はロックウール栽培

と同様に行った．

　土耕栽培（実験２と実験３）：１９９７年１０月２８日に定植

した株をハイラック方式で仕立てた．実験年の施肥は１a

当たりN；４．３kg，P２O５；２．２kg，K２O；３．６kg を年間１０回

に分けて施用した．

実験１　収穫時期が切り花の形質と日持ちに及ぼす影響

　栽培方式はロックウール耕で，試験区として２００３年４

月１５日（４月収穫区），８月１９日（８月収穫区），１２月９

日（１２月収穫区）に収穫した切り花を使用し，４月収穫

区は１５本，８月収穫区は１５本，１２月収穫区は５本を実験

に供した．日持ち調査室の相対湿度は春季が４０～６０％，

夏季が５５～６５％，冬季が３５～４５％で推移した．　

実験２　収穫時の天候が切り花の形質と日持ちに及ぼす

影響

　栽培方式は土耕で，試験区として２００４年雨天（５月２０

日），晴天（５月２５日）に収穫した切り花を使用し，１区

５本を実験に供した．日持ち調査室の相対湿度は４０～

６０％で推移した．

実験３　栽培方式が切り花の形質と日持ちに及ぼす影響

　試験区としてロックウール耕，養液土耕，土耕から

２００４年５月１１日に収穫した切り花を使用し，１区５本を

実験に供した．日持ち調査室の相対湿度は４０～６０％で推

移した．
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表１　収穫時の天候，収穫日の温室内気温および温室外部環境

収穫日の温室外環境収穫日の温室内

収穫時の天候収穫時刻収穫日試験区実　験 積算日射量日照時間雨　量平均相対平均気温平均気温

（MJ・m-2）（分）（mm）湿度（％）（℃）（℃）

１００．５３６０９　０．０６８．５１３．９２０．２晴れ９時４月１５日４月収穫

収穫時期 １２７．３３７２８　０．０８４．８２６．８３１．２晴れ９時８月１９日８月収穫

　４５．６１６３４　０．０８１．５　４．８１６．６曇り９時１２月９日１２月収穫

　３５．７１２０１１０５．５９５．６１５．８１９．０雨１３時５月２０日雨天
天　　候

１８１．７４８００　０．０６３．８１８．６２１．９晴れ９時５月２５日晴天

　９０．５３４２８　０．０８２．９１８．９２０．６晴れ９時５月１１日ロックウール耕

栽培方式 　９０．５３４２８　０．０８２．９１８．９２１．１晴れ９時５月１１日土耕

　９０．５３４２８　０．０８２．９１８．９２０．８晴れ９時５月１１日養液土耕

図１　つぼみの開花ステージ



結　　果

実験１　収穫時期が切り花の形質と日持ちに及ぼす影響

　収穫時の天候は４月収穫区と８月収穫区が晴れ，１２月

収穫区は曇りだった（表１）．収穫日の日照時間と積算

日射量は８月収穫区で多くなった．　　　

　収穫時の開花ステージは４月収穫区の切り花が

３．７，８月収穫区と１２月収穫区は同じ３．６で，ほぼ同程

度であった（表２）収穫時期により切り花の形質は大き

く変動し，４月収穫区の切り花は切り花重，切り口径，

花首径が大きくなった．複葉数と小葉数は８月収穫区の

切り花で多くなった．１２月収穫区の切り花は軽量で，葉

が少なく，切り口径，花首径とも小さくなった．４月収

穫区の切り花の日持ちは８月収穫区と同程度（７．８日，

７．９日）であったが，１２月収穫区の切り花は６．４日と

短くなった．日持ち終了時の開花ステージは４月収穫区

の切り花が７．６と生け花後の花弁の展開が８月収穫区，

１２月収穫区に比べて促進された．

　生け水の吸水量は１２月収穫区の切り花で多く，４月収

穫区がこれに続き，８月収穫区の切り花は最も少なく

なった（図２）．

実験２　収穫時の天候が切り花の形質と日持ちに及ぼす

影響

　雨天日の降雨量は１０５．５mmで，相対湿度が９５．６％と高

くなった（表１）．晴天日は雨天日に比べて日照時間は

約４倍，積算日射量は約５倍になった．

　天候の違いによる収穫時の開花ステージ，切り花重お

よび葉面積の差は小さく，ほぼ同程度であった（表２）．

葉数は晴天時収穫区で多く，茎の切り口径と花首径は雨

天時収穫区で大きくなった．花弁汁液のBrix 値は雨天時

収穫区の切り花が８．１％，晴天時収穫区の切り花が１０．４％

で，晴天時収穫区で高くなった．雨天時収穫区の切り花

の日持ちは１０．０日で，晴天時収穫区の８．２日に比べて長く

なった．日持ち終了時の開花ステージは雨天時が７．０で，

晴天時の７．２に比べて生け花後の花弁の展開がわずかに

抑制された．

　生け水の吸水量は雨天時収穫区の切り花で多くなった

（図３）．

実験３　栽培方式が切り花の形質と日持ちに及ぼす影響

　収穫時の天候は晴れで，温室内気温は２１℃前後になっ

た（表１）．温室外部環境は平均気温１８．９℃，平均相対

湿度８２．９％であった．

　収穫時の開花ステージは３．６で同じであった（表２）．

切り花重と葉面積は養液土耕収穫区の切り花が大きくな

り，ロックウール耕収穫区と土耕収穫区ではほとんど同

じになった．複葉数と小葉数は土耕収穫区の切り花が４．４

枚と１２．４枚で多くなり，ロックウール耕と土耕はほとん

表２　収穫時期，収穫時の天候，栽培方式が切り花の形質と日持ちに及ぼす影響

つぼみの最終 y日持ちBrix 値花首径切り口径小葉数 z複葉数 z葉面積 z切り花重
収穫ステージ収穫条件試験区

開花ステージ（日）（％）（�）（�）（枚）（枚）（�）（g）

７．６　±　０．２　７．８　±　０．４－５．２　±　０．２７．３　±　０．３　９．５　±　０．８ ３．７　±　０．２－２６．５　±　１．２３．７　±　０．１x４月収穫

収穫時期 ６．５　±　０．３　７．９　±　０．７－４．４　±　０．１６．６　±　０．３１１．７　±　０．８ ４．２　±　０．１－２０．１　±　１．６３．６　±　０．１ ８月収穫

６．８　±　０．５　６．４　±　０．９－４．１　±　０．２４．６　±　０．２　６．４　±　０．７ ２．８　±　０．２－１３．３　±　１．０３．６　±　０．２ １２月収穫

７．０　±　０．４１０．０　±　１．２　８．１４．５　±　０．２５．９　±　０．２１１．３　±　１．３ ３．８　±　０．３２１４．１　±　１９．３２１．６　±　１．６３．５　±　０．３ 雨天
天　　候

７．２　±　０．４　８．２　±　０．７１０．４４．２　±　０．３５．５　±　０．４１２．８　±　１．０ ４．４　±　０．２２１０．３　±　１２．８１９．１　±　１．５３．６　±　０．２ 晴天

６．０　±　０．３　５．６　±　０．７　５．３５．０　±　０．３６．１　±　０．６　９．０　±　０．５ ３．６　±　０．２２８３．０　±　２３．８２３．４　±　２．４３．６　±　０．２ ロックウール耕

栽培方式 ６．４　±　０．４　７．４　±　０．９　６．８４．７　±　０．１６．１　±　０．４１２．４　±　１．７ ４．４　±　０．４２８２．３　±　４０．４２２．８　±　１．４３．６　±　０．２ 土耕

６．４　±　０．２　５．８　±　０．４　５．９５．２　±　０．１６．７　±　０．１　９．２　±　０．４ ３．８　±　０．２２９５．２　±　１９．６２６．８　±　１．２３．６　±　０．２ 養液土耕

　z　茎下部２０㎝に着生した葉を除去した状態で計測
　y　日持ち終了時のつぼみの開花ステージ，図１参照
　x　平均値±標準誤差（収穫条件の４月収穫と８月収穫はｎ＝１５，　その他はｎ＝５）
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図４　異なる栽培方式で収穫した切り花の吸水量の日変化
　●　　ロックウール耕　　○　　土耕　　▲　　養液土耕

図２　異なる時期に収穫した切り花の吸水量の日変化
　●　　４月　　○　　８月　　▲　　１２月

図３　異なる天候で収穫した切り花の吸水量の日変化
　●　　雨天　　○　　晴天



ど同じになった．茎の切り口径と花首径は養液土耕収穫

区の切り花が大きくなり，土耕収穫区が最も小さくなっ

た．花弁汁液Brix 値は栽培方式により異なり，土耕収穫

区の切り花が最も高く，以下養液土耕収穫区，ロックウー

ル耕収穫区の順になった．土耕収穫区の切り花の日持ち

は７．４日で，ロックウール耕収穫区の５．６日，養液土耕収

穫区の５．８日に比べて長くなった．日持ち終了時の開花ス

テージはロックウール耕収穫区が６．０で土耕収穫区，養液

土耕収穫区に比べて生け花後の花弁の展開が抑制された．

　生け水の吸水量は土耕収穫区の切り花で多く，ロック

ウール耕収穫区と養液土耕収穫区の切り花は同程度で

あった（図４）．　

考　　察

　渡辺・清水１９）はバラ切り花の日持ちを時期別に調査し，

４～９月に収穫した切り花の日持ちは１０～３月に収穫し

た切り花の日持ちより長いことを示し，その中で高温期

に日持ちが悪いといわれるのは，流通や生け花時の温度

が高いためで，切り花の日持ち性が悪いためではないと

考察している．本報での結果は彼らの結果とよく一致し，

４月と８月に収穫された切り花の日持ちは１２月に収穫さ

れた切り花より長くなった．しかし最終開花ステージを

みると，４月に収穫された切り花は生け花後の花弁の展

開が促進されたが，８月に収穫された切り花では逆に抑

制された．８月の栽培環境下では高温の影響で，呼吸基

質として糖質がより多く消費されたため，市村７）の指摘

しているように糖質の不足が花弁に展開を抑制したので

あろう．一方，１２月に収穫された切り花の日持ちが短く

なった要因として，１２月の日持ち調査環境の相対湿度が

常時３５～４５％と低かったことが考えられる．この推察は

土井ら２）が報告した低湿度下でバラ切り花を置くと，葉

と花らいの間の水分競合が生じるために日持ちが短くな

る現象により支持される．これに加えて，１２月収穫区の

切り花は他区に比べて重量が小さく，冬季日照不足下で

の栽培から得られた切り花であったことも日持ちが短

かった要因の一つかもしれない．　

　一般に切り花は光合成産物を多く含む晴天時に収穫す

るのがよいとされている．しかし実験２の結果は逆にな

り，切り花の日持ちは雨天時収穫の方が晴天時収穫より

長くなった．雨天時には空中湿度は１００％近くあり，ほ

とんど蒸散しない状態で収穫される．一方，晴天時には

活発に蒸散している状態で収穫される．宇田１８）はバラに

対する補光は生育促進，切り花品質向上に有効であるが，

葉の気孔が閉じず，水分収支が悪化し，日持ちが短くな

ることを述べている．補光と晴天時の条件を同一視する

ことはできないが，晴天時に収穫された切り花は気孔が

閉じにくくなり水分収支が悪化しやすい状態になってい

ると推察される．さらに，本報での調査環境における光

条件は２４時間連続照明で，切り花の水分収支を改善する

ための暗期１８）を設けておらず，この環境条件下では１２時

間照明下よりも早期に蒸散速度が吸水速度を上回ること

が指摘１，１７）されている．これらのことから晴天時に収穫

された切り花は生け花後の水分収支の調節が困難な状態

に陥っており，日持ち調査環境の２４時間連続照明が水分

収支悪化による日持ち低下を一層助長したと推察される．

このため生け水の吸水量が晴天時に収穫された切り花で

少なくなったのであろう．花弁汁液のBrix 値は晴天時に

収穫された切り花で高くなり，生け花後の花弁の展開が

雨天時の収穫に比べてわずかながら促進された．井上

ら１２）はスイートピーの花弁汁液のBrix 値と全糖含量と

の間には正の相関関係があることを示し，Brix 値が大き

いほど日持ちが長くなることを明らかにした．しかし本

報のバラ切り花においてはBrix 値が大きいと花弁の展

開促進に有効であるが，日持ち延長には水分収支を良好

に保つことの方が効果的であることが示唆された．

　栽培方式の違いについて，岸本・斉藤１４）はロックウー

ル耕と土耕由来の切り花の日持ちを比較し，両者に差が

なかったことを報告している．本報では土耕由来の切り

花で日持ちが長くなり，彼らとは異なる結果になった．

一般に土耕ではロックウール耕や養液土耕に比べて根域

が広いため，できるだけ灌水を控えた栽培法がとられる．

市村・井上１０）はバラ養液栽培における培地の違いと蒸散

との関係を調査し，排液率の高い培地ほど蒸散速度が低

いことを報告している．排液率が高いということは，換

言すれば灌水後の培地に水が少ないことを示しており，

灌水を控えて栽培する土耕栽培に似ている．このことか

ら土耕栽培由来の切り花は蒸散速度が低い状態になって

いると推察できる．先に述べたように雨天時に収穫され

た切り花は蒸散速度が低いために水分収支が良好に保た

れ，日持ちが長くなったことから類推して，土耕由来の

切り花の日持ちが長くなった要因の一つは蒸散速度が低

く維持されたためと考えられる．

　今回の実験では，実験２における土耕栽培での晴天時

収穫区の切り花と実験３における土耕栽培での切り花の

生け花後の吸水パターンはほぼ同じ条件下で収穫された

にもかかわらず大きく異なった．個々の実験は独立して

行われたが，このような結果が示された要因として，個

体間のバラツキの大きさおよび微妙な栽培環境の違いの

影響と推察されるが，今後，調査個体数を多くして詳細

に検討する必要がある． 

小山佳彦・山中正仁・石川順也・宇田　明：バラ切り花の日持ちは栽培環境に影響される １３
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